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Guarding Vision ユーザーの一括追加手順
ソフト Guarding Vision

●本説明書に記載されている操作画面は開発途中の内容であり、製品の操作画面とは一部異なる場合があります。
●本装置のカメラで撮影顔画像は個人情報保護法における「個人情報」が含まれます。
設置者は、被撮影者に対して、カメラにより自身の個人情報が取得されていることが認識できる処置を講ずる必要があります。

●本装置で取得した顔画像データの6か月以上の保有は、「保有個人データ」となり、本人からの開示、内容の訂正、
利用の停止等の請求に応じる義務が生まれます。6カ月以内に定期的にデータの消去をお願いします。

●本装置を従業員の勤怠、健康管理等に利用する場合、就業規則等に、取得顔画像の利用目的、画像データの管理等についての
規定を設ける必要があります。

本書は、Guarding Vision におけるユーザーの一括追加機能について、
設定方法および操作手順をまとめたマニュアルです。

本書で説明する内容は、ユーザーの一括追加に関する操作に限定されます。
Guarding Vision のその他の機能や詳細な設定方法については、
別途マニュアルまたは弊社FAQをご参照ください。
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1. テンプレートのダウンロード
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手順1 テンプレートのダウンロード2

メインメニューの [ユーザー] をクリックします。
ユーザー画面での上記項目の [インポート] をクリックします。

表示された画面で [ユーザー情報] を選択し、
[ユーザーインポート用テンプレートをダウンロードする] をクリックして、
ユーザー一括登録用のテンプレートをダウンロードしてください。



1. ユーザー情報入力
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例3

ダウンロードしたテンプレートを開き、ユーザー情報を入力します。

アスタリスク (*) がついている項目は入力必須項目です。

カードNo. は必須項目ではありませんが、
入退室管理などでカード認証を使用する場合は入力を推奨します。 ※

推奨



1. テンプレートをインポート (ユーザー情報の登録)
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ユーザーをインポート4

入力が完了したテンプレートを保存し、
Guarding Vision の [インポート] 画面からインポートするファイルを選択します。

インポートするファイルを選択した状態で [インポート] をクリックすると、
テンプレートに入力したユーザー情報が一括で登録されます。

登録後、ユーザー一覧に追加されていることを確認してください。



2. 顔画像の準備
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手順1

顔画像を登録する前に、顔画像保存用のフォルダーを作成します。
顔画像のファイル名は、テンプレートで登録した「ユーザーID」 と 「ユーザー名」 を使用し、
「ユーザーID_ユーザー名.jpg」 の形式で作成してください。

※ユーザー情報と完全に一致していない場合、顔画像は正しく登録されません。



2. 顔画像の圧縮 (ZIP作成) ※WinRAR必須
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任意フォルダ名

任意フォルダ名

作成した顔画像ファイルを選択し、WinRARを使用してZIP形式で圧縮します。

顔画像インポートでは、ZIP 形式 (800MB未満) のみがサポートされています。
圧縮形式がZIP であることを確認してください。

ZIPファイルにWinRARを使用して圧縮2
WinRARをダウンロードしよう!



2. 顔画像のインポート
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[インポート] 画面で [顔画像] を選択し、作成したZIPファイルを指定します。
[インポート] をクリックすると、ユーザーIDに紐づいた顔画像が登録されます。

登録後、ユーザー詳細画面で顔画像が表示されていることを確認してください。

インポート3
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